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全６戦で争われるスーパーFJ もてぎ・菅生シリーズは、ここからシリーズ後半戦に突入。ツ

インリンクもてぎを舞台に、「もてぎチャンピオンカップレース第４戦」として 9月 4日（土）

に第４戦が、そして 5日（日）に第５戦が開催された。そして、「スーパーFJ ジャパン・チャ

レンジ」との Wタイトルともなった。 

２レース開催ではあるものの予選は１回のみ、ベストタイムとセカンドベストタイムでグリ

ッドを決めるケースが多いが、今回は土曜日と日曜日とで完全に独立しているのが特徴でも

ある。予選が１回だけだと、得てして同じような並びになりやすいが、２日間でコンディシ

ョンが大きく変わることも考えられるため、ガラリと順位が変わる可能性もあるはずだ。 



エントリーは 14台。その大半はレギュラードライバーで、遠征ドライバーは少なかったもの

の、昨年の全日本カート選手権ＯＫクラスのチャンピオン、渡会太一選手(オートバックス ド

ラゴコルセ)がフォーミュラデビューを果たし、大きく話題を集めていた。まだ 17 歳、限定

Aライセンスを取得しての参戦となった。 

一方、第２戦から２連勝を飾っている、佐藤樹選手（群馬トヨペット リノア ED）にとって

は、チャンピオンに王手をかけたレースウィークでもある。佐藤選手もまだ 18 歳、ヤングド

ライバー同士の戦いにも、熱い視線が注がれた。 
 
≪第 4戦 公式予選≫ 

長く続いた猛烈な暑さから解放されたツインリンクもてぎは、もはや秋の気配さえ漂わせる

ようになっていた。小雨降る、あいにくの空模様の中、第４戦の予選は 10 時 35 分から 20 分

間の計測で競われた。 

先頭を切ってピットを離れていったのは、ポイントリーダーの佐藤選手。計測１周目から 2

分 13 秒 677 をマークしてトップに立ち、ランキング２位の伊藤慎之典選手（テイクファース

トチャリ走 10V）が 2分 14 秒 359、前田大道選手（ELEV レーシングドリーム 10V）が 2分 14

秒 745 で続いた。このままタイムは短縮されていくものと思われたが、90 度コーナーで止ま

った車両があり、回収のため赤旗が出されてしまう。中断されたのは 5分ほどだったものの、

再開後は雨足が増して、誰もタイムアップならず。佐藤選手も 2 分 16 秒台を記すに留まり、

１周目勝負となってしまった。 

４番手は今回がデビュー戦の池田琢馬選手（AMEROID&NRS ED）で、５番手は平裕介選手（ZAP

大窪熔材 10V ED）。そしてランキング３位の四倉悠聖選手(ZAP 日本平中自動車 10V ED)が６

番手で、注目の渡会選手は７番手に留まっていた。「最初の１周が勝負だったんですが、そこ

でアタックをミスしてしまって、タイムを出すことができませんでした。カートとまったく

別物なので、グリップ感も全然違いますし、難しかったですね。まだまだ全然行けると思う

ので、決勝に対しても準備して結果出せるように頑張りたいです」と渡会選手。 

 

第４戦ポールポジション：佐藤樹選手（群馬トヨペット リノア ED） 

「雨が強くなるという予報だったので、早めにタイム出そうって、そ

れはうまくいったんで良かったです。決勝では、このまま逃げ切れる

ように頑張ります。まずはチャンピオンとか意識せず行きます」 

 

予選 2番手：伊藤慎之典選手（テイクファーストチャリ走 10V） 

「赤旗前の、雨の少ないタイミングで決まっちゃいましたね。決勝は

ちょっとでも降ってきてもらって、僕に有利な状況で走りたいです。

今回から鈴鹿で走らせてもらっている、テイクファーストさんのクル

マで走ります」 



 

予選３番手：前田大道選手（ELEV レーシングドリーム 10V)  
「最初の１周だけでしたね。でも、前に突っかかっていたし、赤旗が出

たのは僕に撮ってはラッキーでした。今回からクルマを改めて、ウェ

ットテストができていなくて、あんまりウェットに慣れていないので。

まぁ、午後と明日はドライという予報なので、そこからは本領発揮で

きると思います」 

 

 

 
≪第 4戦 決勝レース≫ 

 



土曜日のうちに行われる決勝レース第４戦は 10周での争いで、14 時 20 分にスタートが切ら

れることとなった。予選の後、いったん雨はやんで、ドライタイヤでも走行可能な状態にな

るかと思われたが、気まぐれな天気はまた路面を濡らしていた。全車ウェットタイヤを装着。 

ポールシッター佐藤選手は無難なスタートを切って、伊藤選手の逆転を許さず。３番手は前

田選手がキープしたが、池田選手がピタリと着いて離れない。一方、渡会選手はオープニン

グの１周で５番手に浮上していた。 

トップの佐藤選手は２周目に突入した段階で、早くも 1秒１の差を伊藤選手に対してつける。

その後方では池田選手が前田選手を４コーナーでかわして３番手に浮上。そして、S字では渡

会選手が痛恨のコースアウトで、ほぼ最後尾まで順位を落としていた。これで四倉選手が５

番手に。 

４周目までファステストラップを連発して逃げ続けていた佐藤選手ながら、５周目から伊藤

選手のタイムが上回るようになり、形勢逆転かと思われた。だが、伊藤選手の抵抗が許され

たのは２周だけだった。その後はまた佐藤選手が逃げていき、最後は 3 秒５の差でフィニッ

シュ。３連勝を飾って、タイトルに王手をかけた。 

一方、３番手を走行していた池田選手は、９周目の S 字でコースアウトしてリタイア。５周

目のストレートで前田選手を抜いていた、四倉選手が３位を獲得。そして渡会選手は４周目

に９番手まで順位を上げていたが、先のコースアウトが黄旗区間だったため、ドライビング

スルーペナルティを課せられてしまう。それでも最後は７位でチェッカーを受けていた。 

 

 
 

第４戦優勝：佐藤樹選手（群馬トヨペット リノア ED） 

「スタートは若干ミスしましたけど、キープできてよかったです。理想に近いレースができ

ました。ラップタイムも比較的安定していたので、いつもよりミスなく走れたと思っていま

す。決まったかどうか計算していないので分からないですが、いずれにしても明日もまた勝

ちたいので、頑張ります」 



第４戦 2位：伊藤慎之典選手（テイクファーストチャリ走 10V） 

「内圧低めで行ったんですが、それが裏目に出てしまいました。最初に離されて、後半あん

まり変わらなくて終わってしまって。もうちょっと最初から近くにいたら、プレッシャーも

かけられたでしょうし、もうちょっと違った展開にできたと思うので。僕の判断で低くした

ので、間違ったかなと。まだ明日もレースあるので、今度こそポール獲れるように頑張りま

す」 

 

第４戦３位：四倉悠聖選手（ZAP 日本平中自動車 10V ED） 

「棚ぼたって感じで、自分の力で獲れた表彰台じゃないって、悔しい気持ちはあるんですが、

こうして上がれたことにはありがたいと思います。予選が昨日のウェットコンディションと

違い、グリップしないイメージがあって、そこに合わせられなくて苦戦してしまいました。

明日は気を入れ替えて頑張ります」 

 

 

 
≪第 5戦 公式予選≫ 

日曜日のもてぎは、天気予報では降ったりやんだりを再び繰り返すと伝えていたが、反して

雨は一滴も落ちずに済んだ。11時 20 分から 20分間の計測で行われた、第５戦の予選はドラ

イコンディションで競われることとなった。 

ここでもいきなりトップにつけたのは、佐藤選手だった。2 分 8 秒台から周を重ねるごとタ

イムを縮めていって、計測５周目から 2分 5秒 984、2 分 5 秒 948 と 6 秒の壁をひとり超えて

連発し、４戦連続でポールポジションを獲得した。 



２番手には折り返しまで四倉選手がつけていたが、それまで４番手だった渡会選手が 2 分 6

秒 721 をマークして浮上。さらに 2 分 6 秒 792 を記録した前田選手にも、四倉選手は抜かれ

て４番手に。その後、自己ベストを 2 分 6 秒 801 に短縮したが、ポジションはそのままだっ

た。５番手は伊藤選手で、６番手は池田選手が獲得。なお、後半のタイムアップは上位陣に

は果たされずに終わっている。 

 

第５戦ポールポジション：佐藤樹選手（群馬トヨペット リノア ED） 

「もうちょっと上げられたかなと思うんですけど、全戦ポール獲れたのでよかったです。４

位になれば確定となるんですが、もちろん勝って決めたいです。落ち着いて走れば、また勝

てると思うので、頑張りたいと思います」 

 

第５戦予選２番手：渡会太一選手（オートバックス ドラゴコルセ） 

「もてぎでは初めてのドライ路面なんですが、もともとドライの方が自信はありました。た

だ、トップとの差は大きいので、そこに関して決勝までにうまく修正できたら、と思ってい

ます。トップ速いので、最初のうちに捕まえられたら。スタートは（笑）、昨日だいぶ失敗し

ちゃったんですけど、抜き方はカートでもうまくできているので、あんまり心配していませ

ん」 

 

第５戦予選３番手：前田大道選手（ELEV レーシングドリーム 10V） 

「昨日より走りやすかったですし、手応えは八分ぐらいありました。でも、トップとのタイ

ム差は大きいし、しかも１周だけじゃなくアベレージも高いので、ちょっとまいったなって

感じです。突破口を見出すことを模索して、あとは八分だった出来を十割にして、決勝で順

位上げられるよう頑張るだけです」 

 



≪第 5戦 決勝レース≫ 

第５戦決勝レースもしっかりドライコンディションは保たれ、しかもこの週末初めて日が差

すまでとなっていた。レース開始は 15時 30 分で、第４戦同様 10周で競われる。 

スタートダッシュは佐藤選手も渡会選手も今ひとつ。ふたりの間を前田選手が絶妙のダッシ

ュの後、かい潜っていったほどだったが、３コーナーでは早くも佐藤選手がトップを奪還す

る。一方、渡会選手は四倉選手にもかわされ、４番手に後退、真後ろに伊藤選手が着けてい

た。 

第４戦とは異なり、オープニングラップの上位陣は一列縦隊。２周目までは 5 台連なってい

たが、３周目に入ると佐藤選手が頭ひとつ抜けだす格好に。 

逆に勢いを見せていたのが渡会選手だった。３周目には前田選手を、４周目には四倉選手を、

それぞれ２コーナーでかわし、２番手に浮上。だが、四倉選手も負けてはおらず、すぐ４コ

ーナーで渡会選手の前に出る。

その後もふたりのバトルは続

き、６周目の１コーナーでは渡

会選手が抜くも、90 度コーナー

では四倉選手が抜き返す。そし

て、７周目の１コーナーでは伊

藤選手が前田選手を抜いて４番

手に躍り出る。 

四倉選手、渡会選手、伊藤選手の

３人による２番手争いが激しく

なる……と思われたのも束の

間、ブレーキングを攻めすぎた

渡会選手は３コーナー先でコースオフ。５番手に踏み留まったのは、まさに意地の賜物だっ

たか。 

後方での激しいバトルを尻目に、８周目、９周目と佐藤選手は残る力のすべてを振り絞って、

ファステストラップを連発。最後は 2 秒３の差をつけて４連勝を飾るとともに、悲願のチャ

ンピオンを決めることとなった。そして四倉選手が自己最上位となる２位を獲得、３位は伊

藤選手で表彰台の顔ぶれは第４戦と一緒。前田選手、渡会選手の順で続き、６位は長谷部一

真選手（ALBIREX RD10V）が獲得した。 

 

なお、次回の「スーパーFJ ジャパン・チャレンジ」は 10 月 9 日に、スポーツランド SUGO で

今回同様、もてぎ・菅生シリーズとの W タイトルで開催される。残す戦いは最終戦の富士を

含め２戦。３戦３勝の岡本大地選手がランキングのトップにつけている。 

 
 



第５戦優勝：佐藤樹選手（群馬トヨペット リノア ED）） 

「自分としては全然理想の走りができなくて、それでも勝ったから良かったんですけど、最

初に焦って、それを引きずっていた感じもありました。いつ

もより落ち着いていなかった、と思っています。でも、勝っ

てチャンピオン獲れたので、良かったです。もちろん嬉しい

ですけど、理想の走りができなかったので、そういう悔しさ

もありますね。このシリーズは今回が最後で、あとは日本一

決定戦に向けて。それと来週の鈴鹿ですね、いい結果を残せ

るように頑張ります」 

 

第５戦 2位：四倉悠聖選手（ZAP 日本平中自動車 10V） 

「頑張って、置いていかれないようにと思ったんですが、や

っぱり後ろからだんだんプレッシャーもかかってきて。開幕

戦の反省も活かして、バトルはしないように、前半は我慢し

ようと思っていたんですけど、やっぱり仕掛けられてくると

……。でも、あの時よりは離されないで済んだので、まだま

だこれからですけど、頑張ります」 

 

第５戦3位：伊藤慎之典選手（テイクファーストチャリ走10V） 

「最初、チームメイト（渡会選手）に先行かれて焦っていた

んですが、気を取り直して最後までに前に行こうと。トップ

は遠くても２位まで行くつもりでしたが、渡会とバトルして

いる時に四倉くんに抜かれちゃって、離されてしまいました。

チャンピオン決定しちゃいましたが、最後勝ちたいですね、

SUGO の方が得意なので」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


